
東京都区部の地下水の保全と有効利用に関する研究 
近年，都市部の地下水をとりまく環境が変化してきており，今後，地下水は都市部における新

しい水資源として有効に活用できる可能性がある。例えば東京都区部では，1970年頃からの揚水

規制により被圧地下水水位が低下から上昇に転じており，地下施設への悪影響が懸念されている。

東京駅や上野駅では既に地下構造物の浮上防止などの対策が講じられている 1)。そのため，都区

部では被圧地下水の水位上昇を抑制するための揚水が必要であり，同時に揚水した地下水を有効

利用できる可能性があるとの考えが示されている。一方，都市及びその近郊では，病院施設など

を中心とした上水道から地下水を利用した専用水道への切り替えが増えており 2)，自治体では緊

急時・災害時の非常用水の確保を目的として災害対策用井戸の設置が進んでいる。都市域の不圧

地下水に関しては，ここ数十年間の都市化の進展により地下水涵養量が減少し，湧水の減少や消

失といった事例がある 3)一方，雨水浸透施設の普及により不圧地下水の涵養量が増加している地

域もある。これらの地下水涵養量が多い地域や地下水位が高い地域では，地下水を適切に揚水し

て雑用水，環境用水や散水用水等として地下水を有効に活用できる可能性がある。 

このように，近年では都市域の地下水利用の目的と実態が 1970年頃に地下水規制を導入した当

時とは変化してきており，今後は，都市域の地下水利用について時代の要請にあった政策への転

換が期待される。そのためには，都市域の地下水利用の現状を明らかにするとともに，地下水の

量的及び質的な情報が不可欠であり，様々な地下水の用途に見合う水量や水質が確保できるかど

うかを評価し，地下水の量・質の両面で保全を進める必要がある。また同時に，有効利用の効果

を明らかにする必要がある。 

平成 18 年度の環境省による全国地下水概況調査 4)において，環境基準が定められている 26 項

目のうち 12項目において基準を超過した地下水があった。基準を超過した項目は硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素，ひ素，ふっ素，鉛，水銀といった重金属，テトラクロロエチレンといった有機溶

剤となっている。都市の地下水においても，全国地下水概況調査結果と同様の汚染が見られると

考えられるが，都市域の地下水は飲料用水としても使われており，環境基準による調査だけでな

く，用途に合った水質の現状を明らかにする必要がある。 

そこで本研究では，東京都 23区を対象とし，防災井戸などの公共井及び浴場用井戸などの私有

井にて地下水を採水し，水質を調査している。これまでの結果，多くの井戸からアンモニアや硝

酸性窒素が検出された。また，いくつかの地

点では大腸菌が検出され，生活排水による汚

染が示唆された。地下水中の窒素は，腐食性

の土壌に含まれるアンモニア性窒素や，生活

排水や肥料中に含まれるアンモニア性窒素

に由来し，地層中の酸化還元状態によりアン

モニア性窒素または硝酸性窒素として検出

されたと考えられた。今後は，同位体・トレ

ーサーなどの各種手法を用いて生活排水に

よる汚染を正確に把握していく。 

 図-1 不圧地下水中の窒素の分布と表層地質 5) 

 

:10mg/L



また，都市における地下水利用の有効性を把握するため，水質調査結果や，地下水涵養量の計

算に基づき，地下水の有効利用の水質・水量両面のポテンシャルを評価している。同時に，地下

水のヒートアイランド現象の緩和を目的とした地下水の散水利用をケーススタディとし，その効

果やポテンシャル，および付随する環境影響の評価を行っている。 

都市域の地下水は様々な汚染を受けていることから，今後は水量に関する議論とともに，利用

用途に応じた水質の検討が重要性を増すと考えられる。そのためには，都市域の地下水水質によ

り目を向け，水質情報の蓄積と汚染の把握等を通じて，地下水水質の保全対策を講じていくこと

が必要である。 
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図-2 左) 散水実験の様子 右) 散水面と非散水面の温度変化 


